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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国では企業業況が拡大し持ち直しの傾向にあるものの、中国

など新興国の経済成長減速等、下振れ懸念もあり先行き不透明な状況が続いております。わが国では、企業業績に

改善が見られるなど緩やかな回復基調にありますが、輸出や鉱工業生産が新興国経済の減速の影響を受け、横ばい

に転じていることなどから、先行きに懸念が生じています。 

 このような経済環境のもと、当社グループにおいては、お客様の信頼と期待を獲得するため、事業部主導経営へ

の転換を図り、社員一人一人が自分の責任を果たし、品質、スピード、実行にこだわり、グローバルな競争の中

で、さまざまなお客様の問題を解決し、お客様からありがとうと感謝される体制作りを進めてまいります。

 販売面では、当社グループの主な市場である工作機械、産業機械、建設機械市場におきましては、国内需要が堅

調に推移しており、前年同期の売上高を上回る結果となりました。また、半導体、液晶製造装置関連市場におきま

しても、設備投資が増加傾向にあり、前年同期の売上高を上回りました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は58億81百万円（前年同期比12.2％増）となり、営業利益は９億

62百万円（前年同期比27.5％増）、経常利益は９億26百万円（前年同期比27.0％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は５億12百万円（前年同期比10.8％増）となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

当社は製品構成から以下４事業所を報告セグメントとしております。

（静岡事業所）

 半導体及び液晶製造装置関連市場向けのクリーンなバルブ、配管ユニット等を生産しており、半導体・液晶関連

製造メーカーからの受注が順調に伸び、売上高は10億68百万円（前年同期比21.0％増）、セグメント利益は２億35

百万円（同62.8%増）となりました。

（岐阜事業所）

 一般産業の油空圧配管用の継手、バルブ等を生産しておりますが、重点市場である建設機械・工作機械市場向け

は、底堅い需要に支えられ、売上高は22億79百万円（前年同期比5.8％増）、セグメント利益は８億11百万円（同

0.8％増）となりました。

（山形事業所）

 半導体及び液晶製造装置関連、さらに分析・各種計装及び食品・パワープラント・化学市場に向けての継手、バ

ルブ等を生産しており、半導体・液晶関連製造メーカーからの受注が堅調に推移しており、売上高は19億39百万円

（前年同期比20.0％増）、セグメント利益は５億74百万円（同16.1％増）となりました。

（IPEC岐阜事業所）

 流体別・用途別に最適な配管システムを提供することを目標にロング継手、カセット生産、配管設計・施工を行

っており、建設機械関連の受注が堅調に推移しており、売上高は６億74百万円（前年同期比11.4％増）、セグメン

ト利益は１億52百万円（同27.5％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローで５億７百万円

のプラス、投資活動によるキャッシュ・フローで４億円のマイナス、財務活動によるキャッシュ・フローで２億32

百万円のマイナスとなりました。この結果、現金及び現金同等物は前連結会計年度末より１億35百万円減少し34億

２百万円となりました。

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は５億７百万円（前年同期は９億43百万円のプ

ラス）でありました。この主な要因は、税金等調整前四半期純利益の計上８億30百万円、退職給付に係る負債の減

少による64百万円の減少、たな卸資産の増加による１億21百万円の減少、未払金の減少による71百万円の減少等に

よるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は４億円（前年同期は６億75百万円の支出）と

なりました。この主な要因は有形固定資産の取得による３億65百万円、無形固定資産の取得による29百万円であり

ます。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果使用した資金は２億32百万円（前年同期は４億60百万円の支

出）でありました。この主な要因は、長期借入金の収入による１億90百万円、長期借入金の返済による１億82百万

円、配当金の支払いによる２億25百万円であります。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年３月期の通期の連結業績予想につきましては、平成27年５月14日に公表した予想数値に変更はありませ

ん。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該

表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及

び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,537 3,402 

受取手形及び売掛金 3,710 3,689 

商品及び製品 330 342 

仕掛品 374 427 

原材料及び貯蔵品 796 852 

繰延税金資産 73 151 

その他 152 171 

流動資産合計 8,976 9,038 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,434 1,565 

機械装置及び運搬具（純額） 490 599 

土地 1,420 1,420 

建設仮勘定 104 82 

その他（純額） 42 62 

有形固定資産合計 3,493 3,730 

無形固定資産 104 125 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,914 1,758 

長期貸付金 1 1 

関係会社長期貸付金 28 21 

生命保険積立金 69 73 

繰延税金資産 408 399 

その他 41 41 

貸倒引当金 △0 △0 

投資その他の資産合計 2,463 2,294 

固定資産合計 6,061 6,150 

資産合計 15,037 15,188 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 533 516 

短期借入金 363 367 

未払金 275 207 

未払法人税等 374 389 

役員賞与引当金 27 － 

賞与引当金 － 203 

その他 216 79 

流動負債合計 1,791 1,765 

固定負債    

長期借入金 545 534 

退職給付に係る負債 1,449 1,384 

役員退職慰労引当金 194 209 

資産除去債務 54 55 

長期預り保証金 157 158 

固定負債合計 2,402 2,341 

負債合計 4,193 4,106 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,564 1,564 

資本剰余金 618 618 

利益剰余金 10,171 10,425 

自己株式 △1,674 △1,674 

株主資本合計 10,679 10,933 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 95 73 

為替換算調整勘定 69 74 

その他の包括利益累計額合計 164 147 

純資産合計 10,844 11,081 

負債純資産合計 15,037 15,188 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 5,239 5,881 

売上原価 3,647 4,043 

売上総利益 1,592 1,837 

販売費及び一般管理費 837 874 

営業利益 755 962 

営業外収益    

受取利息及び配当金 7 17 

為替差益 15 － 

その他 8 3 

営業外収益合計 31 20 

営業外費用    

支払利息 5 4 

売上債権売却損 2 1 

複合金融商品評価損 0 1 

持分法による投資損失 39 42 

その他 8 6 

営業外費用合計 56 56 

経常利益 729 926 

特別損失    

投資有価証券評価損 － 96 

特別損失合計 － 96 

税金等調整前四半期純利益 729 830 

法人税、住民税及び事業税 365 376 

法人税等調整額 △98 △58 

法人税等合計 266 317 

四半期純利益 463 512 

親会社株主に帰属する四半期純利益 463 512 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 463 512 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 57 △21 

持分法適用会社に対する持分相当額 △25 4 

その他の包括利益合計 31 △17 

四半期包括利益 494 495 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 494 495 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 729 830 

減価償却費 122 137 

持分法による投資損益（△は益） 39 42 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 41 △64 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1 14 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △22 △27 

賞与引当金の増減額（△は減少） 218 203 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 － 

投資有価証券評価損益（△は益） － 96 

複合金融商品評価損益（△は益） 0 1 

受取利息及び受取配当金 △7 △17 

支払利息 5 4 

為替差損益（△は益） △11 9 

売上債権の増減額（△は増加） 247 21 

たな卸資産の増減額（△は増加） 7 △121 

仕入債務の増減額（△は減少） 16 △16 

未払消費税等の増減額（△は減少） 27 △123 

未払金の増減額（△は減少） △54 △71 

その他 △19 △59 

小計 1,339 858 

利息及び配当金の受取額 7 17 

利息の支払額 △5 △4 

法人税等の支払額 △398 △364 

営業活動によるキャッシュ・フロー 943 507 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △99 △365 

無形固定資産の取得による支出 △10 △29 

投資有価証券の取得による支出 △562 △3 

保険積立金の積立による支出 △3 △3 

その他 1 1 

投資活動によるキャッシュ・フロー △675 △400 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △1 △15 

長期借入れによる収入 － 190 

長期借入金の返済による支出 △174 △182 

社債の償還による支出 △50 － 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △234 △225 

財務活動によるキャッシュ・フロー △460 △232 

現金及び現金同等物に係る換算差額 11 △9 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △180 △135 

現金及び現金同等物の期首残高 3,717 3,537 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,537 3,402 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  静岡事業所 岐阜事業所 山形事業所 IPEC岐阜事業所 計 

売上高              

外部顧客への売上高 882 2,108 1,536 605 5,133 105 5,239 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
0 44 78 － 124 － 124 

計 883 2,153 1,615 605 5,257 105 5,363 

セグメント利益 144 805 494 119 1,564 33 1,597 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない商品売上、及び不動産賃貸収入等であります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,564

「その他」の区分の利益 33

セグメント間取引消去 △18

全社費用（注） △810

棚卸資産の調整額 △13

四半期連結損益計算書の営業利益 755

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  静岡事業所 岐阜事業所 山形事業所 IPEC岐阜事業所 計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,068 2,240 1,797 671 5,777 103 5,881 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
0 39 141 3 184 － 184 

計 1,068 2,279 1,939 674 5,961 103 6,065 

セグメント利益 235 811 574 152 1,774 39 1,813 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない商品売上、及び不動産賃貸収入等であります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,774

「その他」の区分の利益 39

セグメント間取引消去 △27

全社費用（注） △826

棚卸資産の調整額 2

四半期連結損益計算書の営業利益 962

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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